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所
謂
「
平
城
京
市
指
図
」
に
つ
い
て

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
京
都
知
恩
院
所
蔵
の
「
写
経
所
紙
筆
授
受
日
記
」
と
題
す
る
一
巻
の
文
書

は
、
奈
良
時
代
の
写
経
所
関
係
文
書
、
特
に
十
一
通
に
お
よ
ぶ
経
師
の
試
字

を
収
め
る
こ
と
で
著
名
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、
裏
に
描
か
れ
た
市
指

図
が
、
こ
れ
ま
で
平
城
京
の
東
・
西
市
の
復
原
研
究
の
上
で
注
目
さ
れ
て
き

た
。
現
在
、
平
城
京
東
市
の
位
置
復
原
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
福
山
敏
男
氏

　
　
②

の
論
考
に
お
い
て
も
、
本
星
指
図
は
、
東
市
の
広
さ
・
坪
付
復
原
の
唯
一
の

根
拠
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
意
味
で
き
わ
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
本
市
指
図
に
つ
い
て
の
詳
し
い
報
告
も
な
く
、
そ
の
年
代
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

つ
い
て
も
福
肉
敏
男
・
皆
川
完
一
両
氏
が
簡
単
に
言
及
し
た
ほ
か
み
ら
れ
な

い
。
筆
者
は
、
こ
の
「
写
経
所
紙
筆
授
受
日
記
」
の
調
査
の
機
会
を
得
、
更

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

に
写
真
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
こ
こ
に
下
巻
な
ら
び
に
、
帯
指

今

泉

隆

雄

図
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
、

同
巻
の
成
り
立
ち
、
市
捲
図
の
年
代
に
つ
い
て
考
え
、
更
に
進
ん
で
、
こ
れ

ま
で
と
は
異
な
っ
た
市
の
坪
付
復
原
案
を
提
示
し
た
い
。

二
　
本
巻
の
成
り
立
ち

　
市
指
図
に
つ
い
て
考
え
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
本
巻
全
体
の
成
り
立
ち
に

つ
い
て
考
え
て
お
き
た
い
。
結
論
を
い
え
ば
、
本
巻
は
、
古
経
蒐
集
家
と
し

て
著
名
な
知
恩
院
の
鵜
飼
徹
定
が
、
幕
宋
慶
応
頃
、
蒐
集
し
た
奈
良
時
代
の

古
文
書
を
整
理
し
て
一
巻
の
巻
子
本
に
仕
立
て
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
、

本
巻
の
外
学
、
文
書
の
内
容
・
接
続
か
ら
検
討
し
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
避
状
に
つ
い
て
み
る
と
、
装
釘
は
巻
子
装
で
、
表
紙
・
軸
は
新
補
、

料
紙
は
立
紙
・
楮
紙
な
ど
で
、
文
書
に
よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
紙
数
は

二
一
紙
、
全
長
二
七
三
セ
ン
チ
（
本
紙
。
各
紙
寸
法
は
第
皿
表
参
照
）
。
巻



所謂「平城京市指図」について（今泉）

首
に
一
紙
、
巻
末
に
五
紙
の
新
し
い
補
紙
が
あ
り
、
ま
た
全
巻
を
通
じ
て
天

地
に
幅
一
セ
ン
チ
前
後
の
紙
を
表
面
か
ら
貼
っ
て
補
修
し
、
裏
面
の
文
字
の

な
い
部
分
に
は
、
裏
打
が
な
さ
れ
て
い
る
。
巻
首
・
巻
末
落
紙
、
天
地
補
紙
、

裏
打
紙
は
同
一
の
奉
書
紙
で
、
全
て
同
時
期
の
補
修
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

紙
継
の
大
部
分
は
、
古
い
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ら
の
補
修
と
同
一
時
期
の

新
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
原
本
の
紙
継
部
分
の
観
察
に
よ

れ
ば
、
天
地
の
補
筆
の
大
部
分
は
本
紙
一
紙
ご
と
に
な
さ
れ
、
紙
継
は
天
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
二
番
の
上
か
ら
な
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
裏
打
の
あ
る
部
分
で
は
、
裏
打
紙

の
上
か
ら
紙
墨
が
な
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
本
巻
の
空
聾
は
、
前
記
の
補

修
の
時
期
を
撲
り
得
ず
、
補
修
の
際
に
一
緒
に
な
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
妥

豪
で
あ
ろ
う
。
巻
首
補
紙
に
は
「
写
経
所
紙
筆
授
受
日
記
付
写
経
生
出
検
書

十
八
枚
」
な
る
内
題
が
墨
書
さ
れ
、
巻
末
補
紙
第
一
紙
、
第
二
紙
に
は
、
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

題
と
同
筆
で
、
二
つ
の
記
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
見
返
、
巻
首
・
巻
末

補
紙
に
は
「
徹
定
／
珍
蔵
」
の
単
射
朱
印
な
ど
十
顯
の
朱
印
か
捺
さ
れ
て
い

る
。　

以
上
の
べ
た
装
釘
・
補
修
・
紙
継
お
よ
び
内
題
・
賊
文
は
同
一
時
期
の
同

人
の
手
に
な
る
も
の
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
、
こ
れ
ら
は
重
文
・
印
記
か
ら

慶
応
二
年
頃
鵜
飼
徹
定
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
つ
の

駿
文
の
宋
尾
に
は
、
　
「
丙
寅
嘉
平
月
　
古
経
堂
主
人
題
㎏
、
「
癸
未
夏
五
　
松

翁
又
識
」
と
塗
壁
年
時
・
筆
老
を
記
す
が
、
古
経
堂
主
人
、
松
翁
と
は
、
印

記
に
見
え
る
鵜
飼
徹
定
の
号
で
あ
る
。
徹
定
は
文
化
十
一
年
忌
一
八
一
四
）

筑
後
の
生
れ
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
没
。
浄
土
宗
の
僧
で
、
浄
土
宗

管
長
（
明
治
五
年
）
、
知
恩
院
第
七
十
五
世
住
職
（
同
七
年
）
に
な
っ
た
人
で

あ
る
。
宗
教
家
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
古
経
に
造
詣
が
深
く
、
　
「
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

経
撃
力
」
「
懸
場
列
位
」
（
い
ず
れ
も
文
久
三
年
序
）
、
「
読
古
経
千
里
」
　
（
明

治
十
六
年
序
）
な
ど
を
著
わ
し
、
自
ら
も
古
経
の
蒐
集
に
努
め
た
。
　
「
古
経

題
践
」
序
に
よ
れ
ば
、
徹
定
は
、
関
東
に
住
し
て
い
た
嘉
永
五
年
秋
、
古
経

捜
訪
の
た
め
西
遊
し
、
こ
の
時
、
現
在
知
恩
院
に
所
蔵
さ
れ
る
国
宝
「
菩
薩

処
胎
経
」
五
帖
や
「
大
平
炭
経
」
巻
第
三
な
ど
の
絶
品
を
み
つ
け
た
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
後
述
の
如
く
、
本
巻
所
収
の
文
書
は
写
経
所
関
係
文
書
で
あ

り
、
徹
定
は
、
こ
の
よ
う
な
古
経
へ
の
関
心
か
ら
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
入
手

し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
徹
定
は
、
後
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
接
続

し
、
補
修
・
装
釘
を
舶
え
、
内
題
・
三
文
を
記
し
て
、
現
在
み
る
よ
う
な
一

巻
の
巻
子
本
に
仕
立
て
上
げ
た
の
で
あ
る
。
彼
の
生
没
年
か
ら
す
る
と
、
巻

末
補
紙
第
一
紙
の
賊
文
の
丙
寅
年
は
慶
応
二
年
（
一
八
八
六
）
に
当
り
、
本

巻
の
成
立
は
こ
の
時
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
文
書
の
内
容
を
中
心
に
し
て
、
本
巻
の
文
書
の
接
続
に
つ
い
て
検

討
す
る
。
本
巻
の
文
書
の
接
続
は
、
最
終
的
に
は
徹
定
の
整
理
に
よ
っ
て
成

立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
各
部
分
の
接
続
を
検
討
す
る
と
、
な
か
な
か
複
雑

で
あ
っ
て
、
次
の
三
つ
に
分
類
で
き
る
。
一
つ
は
、
奈
良
晴
代
以
来
の
本
来

99　（263）



文
書
番
号A

　
　
　
　
　
　
第
一
表
所
収
文
譲

　
　
　
　
表
　
面
　
の
　
文
　
書

　
　
　
　
文
書
の
内
容

天
平
十
四
年
三
月
　
　
経
師
手
実
民
屯
麻
呂

内
容
　
一
　
覧

大
日
本
古
文
番

収
載
巻
・
頁

　
　
ニ
ノ
0
9

　
　
　
　
3

紙
数
　
　
　
　
切

紙
寸
法
縦
×
横
　
m

　
　
　
　
　
　
9
一

　
　
　
　

二
面
2
8
x
2
3
＋
1
3

8
　
　
宝
亀
三
年
四
月

経
師
手
爽
　
石
川
宮
衣

六
ノ
晒
　
証
鵬
×
師

C

天
平
十
四
年
三
月
　
　
経
師
手
実
　
戸
令
費

ノ

309

紙

290
×

119

十
115

D
　
　
（
天
平
十
四
年
）
四
月
経
師
等
手
実
案
帳
拙
来
高
総
計

ノ

309

紙

270

×

79
十
18

（
天
平
十
四
年
）
四
月
　
経
師
手
実
　
呉
原
生
人

ノ

310

紙

270

×

117

F

宝
亀
五
年
八
月

1
　
　
試
字
　
丹
比
連
広
国

～
　
試
字
秦
人
成

経
師
手
実
　
大
坂
広
川

六
ノ
阻
　
一
紙
鵬
×
㎜

　
一
ノ
0
7
　
一
紙
9
4
×
3
3

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
】
　
　
1

　
　
1

一
一
ノ
m
　
一
紙
謝
×
搦

。

試
学

N

試
字

1
瞳
猿
枚
人

多
治
比
真
人
諸
羽

三
村
親
友
足

大
倭
毛
人

金
月
足

六
人
部
田
人
・
中
臣
部
人
万
思

ノ

111
ノ

110
ノ

110
ノ

109
ノ

109
ノ

109

紙

293
×

268

紙

297
×

115

紙

296
×

160

紙

297
×

110

紙

296
×

106

紙

290
×

102

R
試
宇
擾
団
戯
佐
禰
比
等

ノ

112

紙

185
×

215

曇
犀
¢
　
鯉
彊

　
亙
・
最
獣
却
曇
葦
早
求
目
￥

鮎
団
⑦
暴
本

曇
本
畠
曇

麟
∠
…

本
窯
玉
植
署
灘
蕪
出
蕩

Z

捌
堂
＝

轍
罰
旦
課
晦
索
罐

入

01`
0
1
／
＝
乙
　
　
　
Q
》

　
　
黎
日
丁
甥
霧
（
お
工
零
話
止
甚
）

X

01

團
講
庫

蕊

01

誹
鵬
π
葬
携
颯
署
盆

A

01

塑
携
丁
再
訴
颯
鱗
盒

n

01

勤
暫
翠

工

。一`
0
1
／
＝
シ
　
　
　
Z

垂
雪
丁
＃
携
酎
謝
奮

S

　＊　紙の表裏を用いている場合は，対応する文書を対応させた。例えば文書Sは文書

　　P・Q・Rの裏面にかかれていることを示す。
＊＊　内容の項の年紀に（）を付したものは推定によるもの。
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所調「平城京市指図」について（今泉）

の
接
続
、
二
つ
は
、
徹
定
以
前
に
華
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
新
し
い
接
続
、

三
つ
は
、
徹
定
に
よ
る
新
し
い
接
続
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
三
つ

の
接
続
を
み
き
わ
め
、
本
巻
の
接
続
が
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
の
か
を

考
え
る
こ
と
に
す
る
。

　
ま
ず
本
巻
所
収
文
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
お
こ
う
（
第
一
表
参
照
）
。
表

面
に
十
八
通
の
文
書
（
A
～
R
）
、
裏
面
に
七
通
の
文
雷
（
S
～
V
、
　
X
～

Z
）
と
問
題
の
市
指
図
（
W
）
を
収
め
る
。
表
面
の
う
ち
、
A
～
C
、
E
～

G
の
六
通
は
経
師
手
製
、
D
は
、
後
述
の
如
く
、
経
師
等
手
先
尊
翁
に
付
せ

ら
れ
た
経
師
等
の
一
箇
月
分
の
仕
事
量
の
総
計
を
記
し
た
も
の
。
H
は
経
師

へ
の
筆
支
給
帳
簿
断
簡
。
王
～
R
の
十
通
は
、
経
文
二
～
四
行
を
書
写
し
、

人
名
（
試
字
筆
者
）
を
記
し
た
も
の
で
、
い
わ
ゆ
る
試
字
で
あ
る
。
こ
の
う

ち
一
に
は
「
貢
秦
姓
乙
安
」
、
ま
た
K
・
厳
・
N
・
0
・
P
に
は
「
未
定
」

あ
る
い
は
「
不
定
」
と
、
い
ず
れ
も
本
文
と
異
筆
の
墨
書
が
あ
る
。
前
者
は
、

黒
字
筆
者
を
経
師
と
し
て
貢
饗
し
た
人
、
後
者
は
、
試
製
筆
者
の
経
師
採
用

の
未
定
を
示
す
註
記
と
解
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
こ
れ
ら
の
差
置
と
は
、

経
師
に
出
身
し
ょ
う
と
す
る
も
の
が
、
経
師
採
用
の
手
跡
考
試
に
提
出
し
た

　
　
　
　
　
　
　
⑧

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
裏
面
は
、
W
が
市
指
図
、
Y
が
一
～
R
と
同
じ
試
字

で
、
こ
の
ほ
か
は
い
ず
れ
も
帳
簿
断
簡
で
あ
る
。
S
・
U
・
V
は
、
い
ず
れ

も
校
生
の
校
紙
数
あ
る
い
は
充
紙
数
を
か
き
あ
げ
た
帳
簿
、
X
は
経
師
の
用

紙
・
上
日
数
を
か
き
あ
げ
た
帳
簿
、
Z
は
わ
ず
か
二
行
の
断
簡
で
性
格
が
不

明
で
あ
る
が
、
校
経
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
裏
面
の
S
～
Z
は
表
面
の
R

～
G
の
裏
に
か
か
れ
、
両
者
は
第
一
表
に
示
し
た
よ
う
な
蓑
裏
対
応
関
係
に

あ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
経
師
手
帳
、
試
字
の
性
格
か
ら
考
え
て
、
経
師
手
実

G
、
試
字
1
～
R
・
Y
が
第
一
次
文
書
、
そ
の
他
面
の
S
～
X
、
H
、
Z
が

第
二
次
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の
如
く
、
本
巻
所
収
の
文
書
は
、
市
指
図
W
を
除
い
て
す
べ
て
写
経

所
関
係
文
書
で
あ
り
、
経
師
即
実
関
係
、
赤
字
、
写
経
所
帳
簿
類
の
三
つ
か

ら
な
っ
て
い
る
。
更
に
詳
し
く
み
る
と
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
A
・
C
～
E
、

S
～
X
、
そ
の
表
面
の
工
～
R
の
各
々
が
、
本
来
内
容
的
に
関
連
の
深
い
も

の
で
あ
る
。

　
A
、
C
～
£
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
皆
川
完
一
氏
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
、

内
容
的
に
密
接
な
関
係
を
も
ち
、
本
来
接
続
し
て
、
天
平
十
四
年
写
一
切
経

経
生
等
長
実
案
帳
（
大
日
本
古
文
書
巻
八
ノ
一
～
一
八
頁
）
の
中
に
貼
り
つ

が
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
帳
は
、
光
囲
皇
后

願
経
五
月
一
日
経
書
写
に
関
す
る
天
平
十
四
年
二
二
一
丁
四
月
分
の
経
師
等

の
手
纏
を
貼
り
つ
い
だ
も
の
で
、
A
・
C
は
三
月
分
の
末
尾
の
手
録
、
D
は

四
月
分
の
首
部
の
同
月
の
出
来
高
総
計
を
記
し
た
も
の
、
£
は
D
に
接
続
す

る
四
月
分
の
手
実
の
最
初
の
も
の
で
あ
っ
て
、
A
、
C
～
E
は
本
来
接
続
し

て
、
同
量
の
茨
田
久
治
万
呂
と
望
蜀
貴
の
笹
野
（
同
業
八
ノ
…
二
頁
）
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

間
に
貼
り
つ
が
れ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
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次
に
、
S
～
X
に
つ
い
て
は
、
W
を
除
い
た
S
～
V
、
X
が
天
平
感
宝
元

年
六
月
五
日
写
経
検
定
帳
（
大
日
本
古
文
書
巻
三
ノ
ニ
四
七
～
二
五
九
頁
）
と

密
接
な
関
係
を
も
ち
、
内
容
的
に
関
係
の
深
い
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、

こ
れ
ら
の
文
書
の
間
の
関
連
性
に
つ
い
て
み
る
と
、
S
、
U
、
V
は
い
ず
れ

も
校
生
の
人
名
を
列
記
し
た
下
に
、
各
人
の
校
紙
数
あ
る
い
は
充
紙
数
と
考

え
ら
れ
る
数
字
を
か
き
あ
げ
た
同
形
式
の
帳
簿
で
あ
り
、
特
に
、
U
は
S
の

十
三
名
の
人
名
の
う
ち
を
五
名
を
か
き
あ
げ
、
そ
の
下
の
数
字
も
S
の
数
字

の
途
中
ま
で
を
か
い
た
も
の
で
特
に
関
係
が
深
い
。
ま
た
、
原
本
に
よ
る
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

S
、
U
、
V
、
X
の
筆
跡
は
同
筆
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
が
密
接
な
関
係
に
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
次
に
、
写
経
検
定
帳
と
の
関
係
で
あ
る
が
、
同

　
　
　
　
　
　
⑪

帳
は
、
あ
る
写
経
に
関
す
る
、
経
師
、
校
生
、
装
潰
各
人
の
用
紙
数
、
上
日

数
、
校
紙
数
、
造
紙
数
、
更
に
布
施
支
給
額
を
ま
と
め
た
帳
簿
で
あ
る
。
同

帳
と
の
最
も
密
接
な
関
係
が
指
摘
で
き
る
の
は
X
で
あ
る
。
X
は
、
同
説
の

冒
頭
部
分
の
経
師
の
念
林
老
人
か
ら
安
子
石
勝
ま
で
の
十
一
名
に
関
す
る
記

載
（
大
日
本
古
文
書
巻
三
ノ
ニ
四
九
頁
）
と
、
人
名
記
載
の
順
序
、
用
紙
数
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

上
日
数
、
そ
の
他
の
注
記
で
一
致
し
、
た
だ
同
工
に
あ
る
布
施
支
給
額
の
記

載
が
な
い
点
だ
け
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
、
X
は
、
写
経
検
定
帳

作
成
の
過
程
で
作
ら
れ
た
帳
簿
の
冒
頭
部
分
の
断
簡
と
考
え
ら
れ
る
。
後
述

の
よ
う
に
、
こ
の
両
者
の
関
係
は
重
要
で
あ
っ
て
、
こ
の
点
か
ら
X
の
年
代

が
検
定
帳
と
同
じ
天
平
感
宝
元
年
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
こ
の
年
代
が
市
指
図

の
年
代
の
下
限
と
な
る
の
で
あ
る
。
S
、
U
、
V
は
、
X
ほ
ど
検
定
帳
と
の

密
接
な
関
係
が
指
摘
で
き
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
人
名
記
載
順
序
は
、
検
定
帳

の
校
生
の
部
分
の
人
名
記
載
順
序
（
堅
巻
三
ノ
ニ
五
五
～
二
五
六
頁
）
と
ほ

ぼ
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
点
と
、
前
述
し
た
同
筆
関
係
に
よ
る
X
と
の
一
体

性
か
ら
、
や
は
り
検
定
帳
と
何
ら
か
の
関
係
を
も
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

T
は
、
他
の
も
の
と
同
筆
関
係
に
も
な
く
、
検
定
帳
と
の
関
係
も
あ
ま
り
明

確
で
な
い
が
、
T
に
み
え
る
秦
真
藤
、
物
部
人
万
呂
は
検
定
帳
の
経
師
の
部

分
（
同
巻
三
ノ
ニ
五
一
頁
）
に
み
え
、
茨
城
、
呉
原
は
、
こ
の
二
人
に
当
る

と
考
え
ら
れ
る
茨
城
角
万
畠
、
呉
原
生
人
が
や
は
り
同
部
分
に
み
え
て
い
て
、

一
応
両
者
の
関
係
が
指
摘
で
き
、
更
に
、
T
は
S
、
U
、
V
、
X
と
同
じ
く

試
字
の
裏
を
利
用
し
て
い
る
と
い
う
共
通
性
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら

一
応
丁
も
他
の
も
の
と
一
括
し
て
検
定
帳
と
関
係
の
あ
る
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
市
指
図
W
は
こ
れ
ら
の
文
書
と
内
容
上
関
係
が
な
い
が
、

後
述
の
如
く
X
と
接
続
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
S
～
X
は
ま
と
ま

っ
た
一
群
の
文
書
と
考
え
ら
れ
る
。

　
更
に
、
試
字
1
～
R
も
、
同
一
時
の
経
師
採
用
考
試
の
試
字
と
し
て
一
括

で
き
る
。
こ
れ
ら
は
、
そ
の
裏
面
を
写
経
検
定
帳
関
係
文
書
S
～
X
に
利
用

さ
れ
て
お
り
、
ま
た
こ
れ
ら
試
字
の
書
風
は
同
一
時
期
の
も
の
と
考
え
て
よ

く
、
更
に
「
未
定
」
　
「
不
定
」
の
注
記
は
同
筆
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
K
・
M
・
O
・
R
に
「
未
定
」
、
N
に
「
不
定
」
の
住
記
が
、 （266） 102



所謂「平城京市指図」について（今泉）

各
試
字
の
左
上
に
あ
る
。
　
「
未
」
と
「
定
」
、
「
不
」
と
「
定
」
は
、
文
字
の

大
き
さ
・
墨
色
が
異
な
り
、
別
筆
と
は
い
い
き
れ
な
い
が
、
　
「
定
」
が
先
に

か
か
れ
、
「
未
」
「
不
」
が
後
に
か
ぎ
こ
ま
れ
た
ら
し
い
が
、
各
単
字
の
「
未
」

「
定
」
の
文
字
は
よ
く
類
似
し
、
同
筆
と
判
断
さ
れ
た
。
後
述
の
如
く
、
私

は
、
こ
の
同
位
置
・
同
筆
の
注
記
に
注
目
し
て
、
試
字
工
～
R
は
、
試
字
の

段
階
で
整
理
の
た
め
に
接
続
さ
れ
、
の
ち
そ
の
試
字
帳
の
裏
面
を
利
用
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

写
経
検
定
帳
関
係
文
書
S
～
X
が
か
か
れ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
以
上
の
如
く
、
本
巻
は
大
部
分
写
経
所
関
係
文
書
で
、
そ
の
中
に
は
密
接

な
関
係
を
も
つ
も
の
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
み
た
場
合
、
性
格
の
異
な
る

文
書
か
ら
成
っ
て
お
り
、
本
巻
の
接
続
全
体
が
、
奈
良
時
代
以
来
の
接
続
を

保
っ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
さ
て
次
に
、
更
に
詳
し
く
各
接
続
を
検
討
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
、
本
来
の

接
続
を
踏
襲
し
て
い
る
部
分
と
、
新
し
い
接
続
の
部
分
に
つ
い
て
み
て
み
よ

う
。
C
i
D
l
E
、
W
i
X
（
J
f
K
－
L
）
の
接
続
、
ま
た
文
書
間
の
接

続
で
は
な
い
が
、
二
紙
以
上
か
ら
な
る
S
三
紙
（
P
－
Q
l
R
）
、
X
二
紙

の
各
文
書
内
の
紙
継
が
、
本
来
の
接
続
を
踏
襲
し
、
他
の
接
続
は
、
某
人
あ

る
い
は
徹
定
に
よ
る
新
し
い
接
続
と
考
え
ら
れ
る
。

　
C
－
D
－
E
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
先
に
皆
川
完
一
氏
の
見
解
に
よ
っ
て
、

A
l
C
i
D
－
E
が
本
来
接
続
し
て
、
天
平
十
四
年
写
一
切
経
経
生
等
手
実

案
帳
の
中
に
貼
り
つ
が
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
逆

に
、
A
f
B
－
C
、
E
－
F
の
接
続
は
新
し
い
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。

　
次
に
、
W
－
X
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
原
本
の
紙
継
部
分
の
観
察
に
よ
っ

て
、
古
い
本
来
の
接
続
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
（
口
絵
図

版
一
、
第
「
図
参
照
）
。
市
指
図
W
は
、
縦
∵
横
線
に
よ
っ
て
区
画
を
作
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
横
線
の
う
ち
、
X
と
の
紙
継
目
付
近
に
あ
る
短
い
五
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…
d
e
f
θ
　
瓦
一

　
　
　
　
　
　
　
｝

＊
口
絵
図
版
一
と
対
照
す
る
た
め
、
線
・
文
字
に
番
号
を
付
し
た
。

＊
＊
番
号
は
機
械
的
に
付
し
た
も
の
で
、
そ
の
順
序
は
華
順
を
示
さ
な
い
。
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本
の
横
線
砺
～
坊
暴
威
一
図
線
番
号
）
に
注
匿
し
た
い
。
現
在
、
W
l
X
の

　
　
　
　
（
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
継
は
、
X
が
W
の
虎
に
あ
っ
て
、
W
の
上
に
貼
ら
れ
て
い
る
。
“
～
埼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（

左
端
は
、
そ
の
紙
継
目
ま
で
の
び
、
更
に
原
文
書
を
透
か
し
て
み
る
と
、
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
～
恥
の
三
本
は
、
W
の
紙
の
左
端
ま
で
の
び
て
切
ら
れ
て
い
る
。
一
方
X
の

　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紙
の
右
端
に
は
、
W
の
毛
～
現
と
対
応
し
て
、
各
々
の
数
ミ
リ
下
に
ず
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（

三
本
の
墨
痕
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
三
墨
痕
は
、
市
指
図
W
の
三
線
の
延

長
の
墨
痕
と
判
断
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
市
指
図
W
の
三
線
の
間
隔
は
、
そ

れ
ら
に
対
応
す
る
X
の
三
墨
痕
の
間
隔
と
一
致
し
、
ま
た
両
者
の
線
の
太
さ
・

墨
色
も
同
一
で
あ
る
。
従
っ
て
、
現
在
の
市
指
図
W
巴
X
の
紙
継
は
、
本
来

の
古
い
転
落
、
す
な
わ
ち
市
指
図
の
描
か
れ
る
以
前
の
丸
干
を
踏
襲
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
の
墨
痕
が
数
ミ
リ
ず
れ
て
い
る
の
は
、
慶
応
補
修

の
際
、
天
地
の
補
修
の
た
め
一
度
紙
鳶
が
は
が
さ
れ
、
ず
れ
て
貼
り
直
さ
れ

た
結
果
と
考
え
ら
れ
、
実
際
現
在
の
紙
継
で
は
、
X
の
紙
の
上
・
下
端
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

W
の
紙
の
そ
れ
よ
り
や
や
下
っ
て
貼
ら
れ
て
い
る
。
後
述
の
如
く
、
こ
の
W

－
X
の
接
続
は
、
市
指
図
の
年
代
決
定
の
唯
一
の
手
掛
り
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
次
に
、
S
三
笠
、
X
二
紙
の
紙
継
に
つ
い
て
も
若
干
ふ
れ
て
お
こ
う
。
S

艶
紙
、
X
二
紙
の
各
々
の
各
紙
の
間
で
は
、
内
容
的
に
連
続
し
て
い
る
と
み

て
矛
盾
は
な
く
、
ま
た
筆
跡
も
連
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
前
述
の
如
く
、

こ
れ
ら
の
紙
継
は
慶
応
頃
の
蒼
し
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
接
続
に

つ
い
て
も
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
S
三

十
、
X
二
軸
に
記
載
さ
れ
る
人
名
の
順
序
が
、
両
者
と
深
い
関
係
に
あ
る
写

経
検
定
帳
の
対
慮
部
分
の
人
名
記
載
順
序
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
点

か
ら
、
S
合
紙
、
X
壁
紙
の
紙
誌
が
、
古
い
本
来
の
紙
継
、
す
な
わ
ち
、
S
、

X
が
か
か
れ
る
以
前
の
紙
継
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

こ
れ
ら
の
本
来
の
接
続
の
部
分
も
、
紙
継
自
体
は
慶
応
二
年
頃
の
新
し
い
も

の
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
W
－
X
の
接
続
に
つ
い
て
の
べ
た
よ

う
に
、
慶
応
補
修
の
際
、
徹
定
は
、
こ
れ
ら
本
来
の
接
続
を
保
っ
て
い
た
部

分
も
、
補
修
の
た
め
に
一
度
は
が
し
て
、
そ
の
上
で
元
の
接
続
を
踏
襲
し
て

貼
り
直
し
て
い
る
の
で
あ
鯵
私
が
・
前
述
の
中
で
・
　
「
本
来
の
接
続
を
路

襲
し
て
い
る
」
と
い
う
い
い
方
を
し
て
い
る
の
も
、
こ
の
故
で
あ
る
。

　
さ
て
、
次
に
、
新
し
い
接
続
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
A
－
B
1
1
C
、
E

I
F
に
つ
い
て
は
前
述
し
た
。
F
－
G
は
、
両
者
と
も
宝
亀
五
年
の
大
坂
広

川
の
手
締
で
何
か
関
連
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
が
、
両
者
の
接
続
が
本
来
の
も

の
で
あ
る
と
い
う
確
証
は
な
い
の
で
、
一
応
新
し
い
接
続
と
考
え
て
お
く
。

G
－
H
の
接
続
は
、
そ
の
裏
衝
Z
i
Y
の
接
続
と
と
も
に
、
両
者
の
間
で
内

容
上
の
関
係
が
な
い
か
ら
、
新
し
い
接
続
で
あ
る
。
熟
字
L
～
P
お
よ
び
そ

の
裏
の
S
～
W
の
接
続
に
つ
い
て
は
、
第
二
次
文
書
S
l
T
l
U
l
V
…
W

の
接
続
に
つ
い
て
検
討
す
れ
ば
よ
い
。
こ
れ
ら
S
～
W
は
全
て
帳
簿
断
簡
で

あ
っ
て
、
各
々
の
間
で
内
容
的
に
連
続
し
て
い
な
い
か
ら
、
こ
れ
ら
の
接
続
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は
や
は
り
新
し
い
接
続
と
考
え
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
接
続
の
中
に
は
、
徹

定
に
よ
る
接
続
と
、
徹
定
以
前
に
迎
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
接
続
が
あ
る
の

で
あ
る
。
次
に
は
、
こ
の
二
つ
を
み
き
わ
め
、
更
に
徹
定
に
よ
る
本
巻
の
接

続
の
成
立
に
つ
い
て
考
え
よ
う
。

　
私
は
、
本
巻
所
収
の
文
書
の
う
ち
、
A
～
G
と
H
～
R
（
S
～
Y
）
は
、

徹
定
が
入
手
し
た
時
の
状
態
も
、
更
に
徹
定
の
整
理
の
仕
方
も
異
な
っ
て
い

た
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
A
～
G
は
、
徹
定
が
入
手
し
た
時
、
本
来
の
接

続
を
保
っ
て
い
た
C
l
D
－
E
以
外
は
、
一
紙
ご
と
の
ば
ら
ば
ら
の
断
簡
で

あ
り
、
こ
れ
ら
の
接
続
は
、
C
i
D
l
E
以
外
は
徹
定
が
な
し
た
も
の
で
あ

る
の
に
対
し
て
、
H
～
R
（
S
～
Y
）
は
、
徹
定
が
入
手
し
た
時
、
す
で
に

某
人
に
よ
る
接
続
が
な
さ
れ
て
お
り
、
徹
定
は
、
接
続
の
一
部
を
変
更
し
た

に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
H
～
R
（
S
～
Y
）
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
れ
ら
が
徹
定
以
前
に
莱

人
に
よ
っ
て
接
続
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
、
小
杉
橿
邨
影
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

本
「
東
大
寺
正
倉
院
文
書
（
詔
勅
・
宣
命
・
雑
一
）
」
（
文
部
省
史
料
館
蔵
）

に
写
さ
れ
た
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
接
続
が
濾
冒
さ
れ
る
。
間
影
写
本
は
紙
継

扇
を
写
し
て
い
る
部
分
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
次
の
よ
う
な
順
序
・
接

続
で
、
写
さ
れ
て
い
る
　
（
衣
帯
を
示
す
部
分
は
一
で
示
す
）
。
K
l
L
－

M
l
Y
l
o
－
p
l
Q
l
R
、
W
、
X
、
U
、
V
、
s
l
T
。
こ
の
影
写
は
、

H
～
R
（
S
～
Y
）
全
部
を
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
選
択
的
に
写
し
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
か
ら
こ
の
影
写
本
の
元
の
本
の
接
続
を
復
原
す
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
は
第
二
装
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
を
本
巻
の
接
続
と
比
較
す
る
と
、

本
巻
に
あ
る
一
が
お
ち
て
い
る
こ
と
、
本
巻
の
N
（
U
）
の
部
分
に
、
Y
（
H
）

が
入
っ
て
い
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
影
写
の
省
略
と

考
え
ら
れ
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
本
巻
と
小
杉
本
の
接
続
が
「
部
異
な

っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
相
違
か
ら
、
小
杉
本
が
本
巻
を
写

し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
閨
ら
か
で
、
私
は
、
小
杉
本
の
接
続
は
、
本
巻
成

型二表　小杉本による接続復原

酬・回・回・IM国・ゆ！需

司i・1・1⑭・國・i盤
…
i
．
－
1
文
な
藪

　
　
n
　＊文書番号に○を付したものは，小杉本に写されてい

　　ないもの。

＊＊藪，uは接続不明。

立
の
慶
応
二
年
よ
り
以
前
の
H
～
R
（
S
～
Y
）

の
接
続
を
示
す
も
の
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
で
、
小

杉
影
写
本
は
、
小
杉
手
無
が
明
治
八
年
十
二
月
～

九
年
十
月
の
間
に
浅
草
文
庫
で
写
し
た
も
の
と
考

　
　
　
　
　
⑱

え
ら
れ
て
お
り
、
右
図
と
矛
盾
す
る
よ
う
に
み
え

る
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
こ
の
部
分
の
影
写

が
原
本
か
ら
で
は
な
く
、
慶
応
二
年
以
前
に
写
さ

れ
た
影
写
本
の
転
写
と
考
え
れ
ば
説
明
が
つ
く
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
小
杉
本
が
本
巻
成
立
以
前

の
接
続
を
示
す
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
接
続
が
奈

良
時
代
以
来
の
本
来
の
接
続
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

S
－
T
、
V
i
W
の
接
続
が
新
し
い
こ
と
は
、
前
le5 （269）



に
内
容
か
ら
検
討
し
た
し
、
更
に
、
T
…
H
l
V
の
接
続
は
、
前
述
の
如
く

（
⑬
）
、
H
が
宝
亀
年
間
の
文
書
で
、
T
、
V
と
内
容
的
に
関
係
な
い
か
ら
、

や
は
り
新
し
い
接
続
で
あ
る
。
私
は
、
こ
の
小
杉
本
の
接
続
は
、
徹
定
の
整

理
以
前
の
幕
宋
に
行
な
わ
れ
た
文
書
の
整
理
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
。
あ
る

い
は
、
こ
の
整
理
・
接
続
は
、
天
保
四
～
七
年
に
正
集
正
倉
院
文
書
の
整
理

に
当
っ
た
穂
井
田
忠
友
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
が
、
今
は
不
明
と
し
て
某
人
に
よ
る
接
続
と
し
て
お
こ
う
。
そ
の
某
人

の
接
続
に
つ
い
て
の
べ
れ
ば
、
彼
が
こ
れ
ら
の
文
書
を
整
理
し
よ
う
と
し
た

晴
に
は
、
J
i
K
l
L
（
W
l
X
）
、
p
－
Q
－
R
（
S
三
紙
）
が
本
来
の

接
続
を
保
ち
、
他
は
一
紙
ご
と
の
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、

J
I
K
－
L
、
P
－
Q
I
R
の
接
続
は
そ
の
ま
ま
に
し
て
、
両
者
の
間
に
、

M
－
Y
－
O
（
V
l
H
－
T
）
を
接
続
し
て
い
れ
た
。
前
述
の
如
く
、
Y
は

他
の
試
字
と
一
括
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
同
じ
試
字
で
あ
る
こ
と
、
更

に
、
裏
薗
の
H
が
充
筆
帳
で
、
充
墨
帳
断
簡
T
（
0
の
裏
面
）
と
同
じ
記
載

形
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
T
l
H
（
O
l
Y
）
を
接
続
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
こ
れ
ら
の
文
書
の
接
続
に
つ
い
て
、
本
巻
と
小
杉
本
と
の
問
で
一

部
し
か
相
違
し
て
い
な
い
点
か
ら
考
え
る
と
、
徹
定
が
こ
れ
ら
の
文
書
を
入

手
し
た
時
に
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
傷
人
に
よ
る
接
続
の
状
態
で
あ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
。
徹
定
は
、
こ
の
う
ち
、
H
（
Y
）
を
こ
れ
ら
の
接
続
か
ら
は
ず

し
て
、
A
～
G
の
末
尾
に
接
続
し
、
そ
の
部
分
に
U
（
N
）
を
入
れ
る
と
い

う
接
続
の
変
更
を
し
た
が
、
そ
の
他
は
某
人
の
接
続
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
Y
が
書
字
で
あ
り
な
が
ら
、
他
の
試
字
か
ら
は
ず
し
、
そ

の
他
面
の
H
を
表
面
と
し
て
、
G
の
次
に
接
続
し
た
の
は
、
H
の
中
に
F
・

G
の
大
坂
広
川
の
名
が
み
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
徹
定
は
、
こ
の
関
係
を

重
視
し
て
、
あ
え
て
試
字
Y
を
王
～
R
か
ら
離
し
て
、
裏
面
に
ま
わ
し
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
現
在
の
G
～
R
（
S
～
Y
）
の
接
続
が
成
立
し
た
。

　
次
に
、
A
～
G
の
接
続
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
徹
定
が
こ
れ
ら
を
入
手
し

た
時
、
C
l
D
l
E
は
本
来
の
接
続
を
保
っ
て
い
た
が
、
他
は
一
紙
ご
と
の

断
簡
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
C
－
D
l
E
の
接
続
は
そ
の
ま
ま
踏

襲
し
、
他
は
同
じ
経
師
写
実
と
い
う
こ
と
で
接
続
し
た
。
A
は
本
来
C
－
D

l
E
と
接
続
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
入
手
し
た
時
に
は
す
で
に
糊
離
れ

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
た
め
両
者
の
間
に
関
係
の
な
い
B
が
入
る
こ

と
に
な
っ
た
。
F
I
G
は
、
同
年
同
人
の
手
実
と
い
う
こ
と
で
、
接
続
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
か
ら
各
部
分
の
接
続
を
三
つ
に
わ
け
る
と
、
本
来
の
接
続
を
踏
襲
し

て
い
る
部
分
は
、
C
l
D
－
E
、
X
－
W
（
～
l
K
l
L
）
、
S
三
紙
（
P

I
Q
－
R
）
、
徹
定
以
前
の
愚
人
に
よ
る
新
し
い
接
続
は
、
L
l
M
（
W
－

V
）
、
O
I
P
（
S
－
T
）
、
徹
定
に
よ
る
新
し
い
接
続
は
、
A
－
B
－
C
、

E
l
F
l
G
l
H
（
Y
l
Z
）
、
M
l
N
－
O
（
T
－
U
I
V
）
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
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以
上
の
暴
状
・
接
続
の
検
討
か
ら
、
徹
定
に
よ
る
本
巻
の
成
立
に
つ
い
て

ま
と
め
て
お
こ
う
。
本
巻
所
収
の
文
書
は
、
本
来
正
倉
院
に
蔵
さ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

も
の
で
、
幕
末
に
庫
外
に
流
出
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
文
書
は
、

経
師
手
実
関
係
、
試
字
、
写
経
所
帳
簿
類
を
内
容
と
し
、
写
経
所
関
係
文
書

と
い
う
こ
と
か
ら
、
当
時
古
経
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
鵜
飼
徹
定
の
眼
に
と

ま
り
、
彼
の
入
手
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
入
手
経
路
は
不
明
で
あ
る
が
、

少
く
と
も
H
～
R
（
S
～
Y
）
は
一
括
し
て
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
彼
の

許
に
入
手
さ
れ
た
時
、
A
～
G
は
、
一
部
に
本
来
の
接
続
を
残
し
て
い
た
が

（
C
i
D
l
E
）
、
他
は
一
紙
ご
と
の
断
簡
で
あ
り
、
H
～
R
（
S
～
Y
）

は
、
す
で
に
某
人
に
よ
っ
て
接
続
さ
れ
た
状
態
で
あ
っ
た
。
某
人
に
よ
る
接

続
の
中
に
も
、
一
部
本
来
の
接
続
が
保
た
れ
て
い
た
（
W
－
X
、
S
三
紙
）
。

徹
定
は
、
慶
応
二
年
頃
こ
れ
ら
の
文
書
を
整
理
・
接
続
し
て
、
一
巻
の
巻
子

本
に
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。
彼
は
、
こ
れ
ら
の
う
ち
、
経
師
手
直
が
内
容

的
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
試
字
が
ま
と
ま
っ
て
接
続
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
て
、
こ
れ
ら
の
各
々
を
ま
と
め
る
こ
と
に
し
た
。
黒
字
に
つ
い
て

は
、
雲
容
に
よ
る
接
続
を
ほ
ぼ
踏
襲
す
る
こ
と
に
し
、
た
だ
Y
（
H
）
を
N

（
U
）
と
入
れ
か
え
た
。
経
師
瓜
実
は
、
本
来
の
接
続
C
－
D
－
E
を
踏
襲

し
、
そ
れ
を
核
と
し
て
他
の
手
実
を
接
続
し
た
。
こ
れ
ら
の
接
続
に
先
だ
っ

て
、
天
地
の
補
紙
、
一
部
の
裏
打
な
ど
の
補
修
を
行
な
っ
た
が
、
天
地
の
補

紙
は
、
大
部
分
本
紙
ご
と
に
行
な
っ
た
た
め
、
紙
継
さ
れ
て
い
る
部
分
も
一

度
は
が
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
本
来
の
紙
継
を
保
っ
て
い
た
部
分
も
、
新
し
い

紙
継
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
磁
壁
・
軸
を
加
え
て
一
巻
の
巻
子
本

に
仕
立
て
、
内
題
・
践
文
を
記
し
、
か
く
し
て
本
巻
は
成
立
し
た
。
本
巻
は
、

以
上
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
り
、
本
来
的
な
接
続
は
一
部
に
残

っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
、
本
巻
所
収
の
文
書
を
利
用
す
る
に
当
っ
て
は
、

安
易
に
文
書
の
接
続
関
係
を
利
用
す
る
こ
と
は
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三
　
市
指
図
の
年
代

　
市
下
図
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
福
山
敏
男
・
皆
川
完
一
両
氏
の
、

天
平
感
宝
元
年
（
天
平
勝
宝
元
年
　
七
四
九
）
頃
と
す
る
見
解
が
あ
る
（
注

②
論
文
）
。
皆
川
説
の
論
拠
は
、
市
指
図
W
が
天
平
感
宝
元
年
と
推
定
さ
れ

る
文
書
X
と
接
続
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
福
山
説
は
論
拠
を
錫
示
し
て

い
な
い
が
、
皆
川
説
と
同
様
の
論
拠
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
市
指
図

の
年
代
決
定
の
手
掛
り
は
、
こ
の
市
指
図
W
l
文
書
X
の
接
続
だ
け
で
あ
り
、

私
見
も
両
説
を
大
き
く
こ
え
る
も
の
で
は
な
い
が
、
こ
の
W
l
X
の
接
続
を

利
用
す
る
た
め
に
は
、
前
項
の
如
き
本
巻
の
接
続
の
検
討
が
必
要
で
あ
っ
た

し
、
ま
た
こ
の
接
続
を
利
用
す
る
に
当
っ
て
も
、
も
う
少
し
厳
密
に
考
え
て

み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
る
の
で
、
以
下
私
見
を
の
べ
る
こ
と
と
す
る
。

　
さ
て
、
前
項
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
本
巻
の
接
続
が
基
本
的
に
新
し

い
も
の
で
あ
る
中
で
、
幸
い
に
も
、
市
指
図
W
に
関
し
て
は
、
W
（
一
紙
）
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I
X
（
陰
欝
）
の
三
紙
の
接
続
が
奈
良
晴
代
以
来
の
本
来
の
接
続
を
踏
襲
し

て
い
た
。
市
指
図
の
年
代
決
定
の
乎
掛
り
は
、
こ
の
W
－
X
の
接
続
、
な
ら

び
に
他
面
の
習
字
～
～
K
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
を

手
掛
り
と
し
て
、
次
の
手
続
で
考
察
を
す
す
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
ず
、
W

・
X
県
紙
の
紙
利
用
の
過
程
を
考
え
、
市
指
図
W
、
試
字
J
～
L
、
文
書
X

の
前
後
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
市
指
図
年
代
の
上
限
・
下
限
を
定
め
る
こ
と
、

次
に
そ
の
上
限
・
下
限
の
実
年
代
を
定
め
る
こ
と
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
こ
れ
ら
三
岳
の
紙
利
用
の
過
程
に
つ
い
て
、
私
は
次
の
三
段
階
を

考
え
る
。
④
経
師
に
出
身
し
ょ
う
と
す
る
三
人
に
よ
っ
て
、
三
通
の
習
字
」

・
K
・
し
が
か
か
れ
、
写
経
所
に
提
出
さ
れ
、
こ
れ
ら
三
通
は
、
他
に
提
出

さ
れ
た
試
字
と
と
も
に
、
整
理
の
た
め
貼
り
つ
が
れ
た
。
㈱
反
故
に
さ
れ
た

試
適
文
書
の
裏
の
一
部
に
、
市
指
國
が
描
か
れ
た
。
0
9
試
宇
文
書
の
裏
の
余

白
に
、
文
書
X
が
か
か
れ
た
。
紙
利
用
の
過
程
を
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、

衛
指
図
の
年
代
は
、
試
字
以
後
、
文
書
X
以
前
に
な
る
。
こ
の
三
段
階
の
う

ち
、
試
字
が
第
一
次
文
書
で
、
市
指
図
と
文
書
X
以
前
で
あ
る
こ
と
、
ま
た

心
馳
の
踏
継
が
、
市
捲
図
と
文
書
X
が
か
か
れ
る
以
前
で
あ
る
こ
と
は
す
で

に
前
項
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
、
市
指

図
と
文
書
X
の
前
後
関
係
と
、
三
江
の
紙
継
が
市
指
図
・
文
書
X
以
前
の
何

時
な
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
ま
ず
市
指
図
と
X
の
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
、

文
書
X
が
接
続
せ
る
立
紙
の
う
ち
の
第
二
紙
目
か
ら
か
き
始
め
ら
れ
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
と
に
注
目
し
た
い
。
前
述
の
如
く
、
文
書
X
は
、
写
経
検
定
帳
と
の
関
係

か
ら
、
も
と
の
完
全
な
文
書
の
冒
頭
部
分
の
断
簡
と
考
え
ら
れ
る
が
、
文
書

X
が
こ
の
よ
う
に
第
二
紙
目
か
ら
か
き
始
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
先
に
第
一

紙
目
に
市
指
図
が
描
か
れ
て
い
た
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
と

は
逆
に
、
文
書
X
が
市
指
図
よ
り
先
に
か
か
れ
た
と
考
え
る
と
、
文
書
X
は

第
一
継
目
を
余
白
と
し
て
第
二
紙
目
か
ら
か
き
始
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
、

何
故
第
一
紙
呂
を
余
白
と
し
た
の
か
の
説
明
が
し
に
く
い
。
市
指
図
が
す
で

に
か
か
れ
て
い
る
紙
を
、
文
書
X
の
よ
う
な
帳
簿
に
利
用
す
る
の
は
不
自
然

で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
疑
問
は
、

前
述
の
如
く
、
文
書
X
が
写
経
検
定
帳
の
作
成
過
程
に
作
ら
れ
た
帳
簿
で
、

直
ぐ
に
反
故
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
解
消
し
よ
う
。
以
上

に
よ
っ
て
、
市
指
図
年
代
の
下
限
は
文
書
X
の
年
代
に
定
め
ら
れ
る
。

　
次
に
、
三
紙
の
紙
継
の
聴
期
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
紙
継
が
市
指
図
・

文
書
X
の
か
か
れ
る
以
前
で
、
同
時
に
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

可
能
性
と
し
て
次
の
二
時
点
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
文
書
X
作
成
の
際
の

紙
継
、
ご
つ
は
、
前
述
し
た
試
字
の
整
理
の
際
の
紙
継
と
い
う
考
え
方
で
あ

る
。
こ
の
工
つ
の
考
え
方
の
う
ち
ど
ち
ら
を
と
る
か
決
定
的
な
決
め
手
は
な

い
が
、
次
の
二
点
か
ら
後
者
を
と
る
こ
と
と
に
し
た
い
。
一
つ
は
、
前
者
に

よ
れ
ば
、
文
書
X
を
か
く
た
め
に
紙
継
を
し
な
が
ら
、
文
書
を
か
か
ず
に
市

指
図
を
か
い
た
こ
と
に
な
り
、
こ
の
想
定
は
や
や
不
自
然
で
考
え
に
く
い
こ
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と
、
二
つ
は
、
空
字
J
～
K
だ
け
で
な
く
、
本
巻
隠
避
の
試
画
工
～
R
全
体

を
考
え
る
と
、
こ
れ
ら
の
試
字
は
試
字
の
段
階
で
整
理
の
た
め
に
接
続
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
前
述
し
た
如
く
、
試
字
1
～
R
は
、

同
一
時
の
経
師
採
用
考
試
の
た
め
の
試
字
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
一
部
に
は
同

位
置
に
同
筆
で
「
『
未
』
定
」
　
「
『
不
』
定
」
の
年
記
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
同
位
置
に
同
筆
の
注
記
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
試
字
が
、
試
字
の
段

階
で
整
理
の
た
め
に
接
続
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

⑳る
。
以
上
か
ら
、
竪
紙
の
紙
捻
は
試
字
の
整
理
の
際
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
、

市
指
図
年
代
の
上
限
は
試
字
の
整
理
の
時
期
、
す
な
わ
ち
試
字
の
年
代
に
定

め
ら
れ
る
。

　
さ
て
次
に
は
、
市
指
図
年
代
の
上
限
・
下
限
で
あ
る
試
字
・
文
書
X
の
年

代
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
下
限
の
文
書
X
の
年
代
は
、
前
述
の
如
く
、

写
経
検
定
帳
と
の
関
係
か
ら
、
同
帳
と
同
時
期
の
天
平
感
宝
元
年
と
考
え
ら

れ
る
。
試
字
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
試
字
王
～
R
全
体
か
ら
考
え
て
み
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
年
代
を
確
定
す
る
に
足
る
十
分
な
材
料
が
得
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

こ
れ
ら
の
試
字
は
書
風
か
ら
み
る
と
、
奈
良
朝
写
経
を
三
期
に
分
け
た
場
合

の
第
二
期
す
な
わ
ち
天
平
・
天
平
勝
宝
年
間
の
も
の
に
属
す
る
と
判
断
さ
れ
、

ど
の
よ
う
に
掌
っ
た
と
し
て
も
天
平
初
年
を
潮
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
（
口

絵
図
版
四
参
照
）
。
更
に
、
試
字
が
経
師
採
用
の
際
の
手
跡
考
試
で
あ
る
こ

と
に
注
目
す
る
と
、
試
論
の
年
代
は
、
試
字
提
出
者
が
経
師
と
し
て
初
見
す

る
時
点
よ
り
下
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
試
字
工
～
R
の
試
字
提
畠
者
の
う

ち
、
最
も
早
く
経
師
と
し
て
み
え
る
の
は
試
字
J
の
秦
人
成
で
、
彼
は
天
平

九
年
十
月
盛
事
宮
職
写
経
所
経
師
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
大
日
本
古

文
書
巻
ニ
ノ
一
六
三
頁
）
。
従
っ
て
試
字
1
～
R
の
年
代
は
、
天
平
九
年
頃

を
下
限
と
す
る
、
天
平
発
問
前
半
期
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
か
ら
結
論
す
る
と
、
市
指
図
の
年
代
は
、
試
製
年
代
の
上
限
天
平
初

年
か
ら
文
書
X
の
年
代
天
平
感
宝
元
年
ま
で
の
間
に
定
め
ら
れ
る
。
こ
の
結

論
は
年
代
の
幅
が
広
す
ぎ
る
き
ら
い
が
な
い
で
も
な
い
が
、
結
論
の
安
全
性

を
考
え
る
な
ら
ば
こ
れ
で
満
足
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
億
測
を
加
え
る
こ

と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
紙
の
利
用
の
仕
方
を
考
え
る
と
、
市
指
図
が
か
か

れ
た
の
は
、
右
記
の
年
代
の
幅
の
中
で
も
文
書
X
に
近
い
時
期
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。

四
　
市
の
坪
付
復
原

　
平
城
京
の
箭
の
位
置
復
原
に
つ
い
て
は
、
関
野
貞
氏
『
平
城
京
及
大
内
裏

考
』
以
来
の
長
い
研
究
史
が
あ
る
が
、
そ
の
申
で
、
福
山
敏
男
氏
の
東
欝
の

復
原
に
関
す
る
見
解
（
注
②
引
用
論
文
）
が
定
説
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
福
山
説
に
お
い
て
も
、
市
指
図
に
つ
い
て
は
問
題
が
あ
る
の

で
、
以
下
、
福
山
説
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
更
に
市
指
図
を
詳
し
く
検
討
し

て
、
福
山
説
と
は
異
な
っ
た
市
の
坪
付
復
原
案
を
提
示
し
た
い
。
尚
、
以
下

109 （273）



南
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図

九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

鑑
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八
犬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
螺

八
　
　
　
　
　
　
　
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
號

慈
　　

@
薙
　
・
・
妨
慧
　
三
三
慈

の
叙
述
に
お
い
て
は
、
口
絵
写
真
な
ら
び
に
市
指
図
の
各
線
・
文
字
に
番
号

を
付
し
た
第
一
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
ま
ず
福
山
説
に
つ
い
て
み
て
お
こ
う
（
第
二
図
参
照
）
。
福
山
氏
は
、
ま

ず
造
東
大
寺
司
と
相
帯
国
司
と
の
間
で
な
さ
れ
た
、
東
市
西
辺
所
在
の
相
野

国
調
邸
の
地
の
売
買
に
関
す
る
薬
師
院
文
書
を
検
討
し
て
、
東
市
が
左
京
八

条
三
野
に
あ
る
こ
と
を
定
め
、
次
い
で
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
、
市
指
図
に

よ
っ
て
更
に
詳
し
く
東
市
の
坪
付
の
復
原
を
行
な
っ
て
い
る
。
氏
は
、
市
指

図
の
区
画
の
条
坊
坪
付
へ
の
比
定
を
試
み
、
東
端
の
南
北
線
（
第
一
動
線
③
）

1も 1ぎ 3

曾
，：：：：i6 ：：：：：1：1：：：：：：’

8：i：i：：4i；；：i盗 ：；1：途

ユ 3 ヰ

を
東
京
極
（
東
四
坊
大
路
）
、
「
市
」
字
を
か
き
こ
ん
だ
六
区
画
の
南
の
四
町

の
区
画
を
九
条
に
比
定
し
て
、
東
市
の
坪
付
を
左
京
八
条
三
二
五
・
六
・
七

・
一
〇
・
一
一
二
二
坪
と
復
原
し
た
。
こ
の
福
由
説
の
う
ち
、
前
半
の
薬

師
院
文
書
に
よ
る
部
分
は
、
氏
一
流
の
綿
密
な
考
証
で
あ
っ
て
、
以
下
の
私

見
も
こ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
後
半
の
帯
指
図
に
関
す
る
部
分
に
は
問

題
が
あ
る
。
実
は
福
山
氏
の
論
文
に
お
い
て
は
、
市
指
図
に
関
す
る
部
分
の

叙
述
は
断
定
を
避
け
慎
重
な
表
現
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
批
判
す
る
の
は

柳
か
的
は
ず
れ
の
嫌
い
が
な
い
で
も
な
い
が
、
福
山
説
は
こ
の
市
指
図
に
よ

る
坪
付
復
原
を
含
め
て
定
説
化
し
て
い
る
の
で
、
敢
て
問
題
と
す
る
こ
と
に

す
る
。

　
さ
て
、
福
山
説
の
問
題
点
の
第
一
は
、
市
指
図
の
区
画
の
条
坊
坪
付
の
比

定
に
つ
い
て
で
あ
る
。
後
述
の
如
く
、
市
指
図
筆
者
は
、
市
の
位
置
を
示
す

の
に
い
ず
れ
か
の
線
を
基
線
と
し
て
大
路
に
あ
て
て
、
区
画
を
か
い
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
福
山
説
は
、
東
端
の
線
◎
を
東
京
極
　
（
東
四
坊
大
路
）
、

北
端
の
線
④
を
七
条
大
路
に
比
定
し
た
区
画
の
坪
付
比
定
と
理
解
さ
れ
る
が
、

実
は
も
う
一
つ
、
南
端
の
線
㊧
を
九
条
大
路
に
比
定
す
る
坪
付
比
定
の
考
え

方
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
市
指
図
の
区
画
は
、
東
西
は
八
町
1
一
二
坊
分
の
区

画
が
あ
る
か
ら
、
東
、
西
端
ど
ち
ら
の
線
を
基
線
と
考
え
て
も
坪
付
比
定
に

相
違
は
な
い
が
、
南
北
は
七
町
分
の
区
画
し
か
な
く
、
二
条
分
鮪
八
町
に
一

町
足
り
な
い
か
ら
、
南
・
北
端
い
ず
れ
の
線
を
基
線
と
す
る
か
に
よ
っ
て
、
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区
画
の
坪
付
比
定
に
は
一
町
の
ず
れ
が
で
て
く
る
の
で
あ
り
、
当
然
そ
れ
と

と
も
に
市
の
坪
付
復
原
も
変
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。
福
山
氏
は
、
市
の
南
の

四
町
を
九
条
に
あ
て
る
と
い
っ
て
お
り
、
妄
誕
の
区
画
も
八
町
あ
る
と
み
て

い
る
が
、
こ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
後
述
の
如
く
、
私
見
で
は
線
㊦
を
九
条
大

路
に
あ
て
る
坪
付
比
定
を
妥
当
と
考
え
て
い
る
。

・
と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
条
坊
坪
付
比
定
を
行
な
う
の
に
注
意
し
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
本
市
指
図
が
、
東
・
西
市
の
ど
ち
ら
の
図
に
も

考
え
る
こ
と
が
で
き
、
ど
ち
ら
の
市
の
図
と
限
定
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

前
述
の
如
く
、
福
山
氏
は
、
東
端
の
線
④
を
東
四
坊
大
路
に
比
定
し
、
本
市

指
図
を
東
市
の
図
と
考
え
た
。
ま
た
氏
は
、
西
市
を
東
市
と
対
称
の
位
置
の

右
京
八
条
三
坊
に
考
え
た
が
、
西
市
の
位
置
は
、
遣
存
地
名
「
市
田
」
　
（
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

字
名
）
の
存
在
か
ら
右
京
八
条
二
重
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
西
市
を
こ
の

よ
う
に
考
え
れ
ば
、
市
指
図
は
、
線
④
を
朱
雀
大
路
に
比
定
し
て
西
市
の
図

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
市
指
図
筆
者
は
、
東
・
西
市
ど
ち
ら

か
の
図
と
し
て
描
い
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
遺
憾
な
が
ら
、
本
市
指
図
に
は
ど

ち
ら
の
図
と
限
定
す
る
に
足
る
手
掛
り
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
問
題
の
第
二
は
、
市
指
図
の
「
市
」
の
六
文
字
の
う
ち
南
端
の
二
字
（
第

一
図
「
市
」
宇
⑤
⑥
）
は
墨
抹
さ
れ
て
い
て
、
市
の
占
地
は
、
福
山
説
の
如

く
六
坪
で
は
な
く
四
坪
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
（
口
絵
図
版
二
参
照
）
。

こ
の
点
は
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
者
が
見
逃
し
て
き
た
こ
と
だ
け
に
、
微
妙

な
問
題
で
あ
る
。
原
文
書
に
よ
る
と
、
　
「
市
」
字
⑤
は
他
の
市
字
と
間
じ
く

や
や
淡
墨
で
か
か
れ
、
そ
の
上
に
濃
墨
で
二
つ
の
点
が
施
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
二
点
は
墨
抹
の
印
と
判
断
さ
れ
た
。
「
市
」
字
⑥
は
、
【
見
す
る
と
濃
墨

の
二
点
と
や
や
斜
め
に
な
っ
た
縦
棒
が
眼
に
つ
く
が
、
こ
れ
ら
は
筆
順
を
追

え
な
い
し
「
市
」
字
と
し
て
形
を
な
さ
な
い
。
し
か
し
、
よ
く
み
る
と
第
一

点
の
左
右
、
第
二
点
の
下
に
淡
墨
が
み
え
、
こ
れ
ら
と
斜
め
の
縦
棒
で
「
市
」

字
が
構
成
さ
れ
、
濃
墨
の
二
点
は
や
は
り
墨
抹
の
印
で
は
な
い
か
と
判
断
さ

れ
た
。
従
っ
て
、
市
の
区
画
は
「
市
」
字
①
～
④
の
あ
る
四
区
画
で
、
市
の

占
地
は
四
坪
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
考
え
方
の
傍
証
と
し
て
、
図
の
方
位
を

示
す
文
字
「
西
」
が
、
　
「
市
」
字
ω
㈹
、
②
ω
の
中
間
の
下
に
か
か
れ
て
い

る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
西
」
字
が
「
市
」
字
①
～
④
を

意
識
し
て
か
か
れ
て
い
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
市
指
図
筆
者
が
市
の
区
画
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

「
市
」
字
①
～
④
の
あ
る
四
区
画
と
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
さ
て
次
に
、
こ
れ
ら
の
問
題
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
市
指
図
の
か
ぎ
方
に

　
　
　
　
　
　
　
⑳

つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
市
指
図
の
坪
付
比
定
は
ど
の
線
を
基
線
と
考
え
た
ら

よ
い
の
か
、
ま
た
「
市
」
字
の
墨
抹
は
ど
の
よ
う
な
理
由
で
行
な
わ
れ
た
の

か
。
そ
れ
ら
の
中
で
市
の
坪
付
復
源
を
考
え
て
み
よ
う
。
た
だ
、
前
述
の
如

く
、
本
帯
指
図
は
東
・
西
市
の
ど
ち
ら
の
市
の
図
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
、

こ
こ
で
は
仮
に
東
市
の
図
と
し
て
叙
述
を
す
す
め
る
こ
と
に
し
よ
う
。
私
見

の
復
原
案
を
示
し
て
お
く
と
、
線
④
が
東
四
坊
大
路
、
線
㊦
が
九
条
大
路
に
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@
黙
　
霧
慈
　
三
坊
講

比
定
で
き
、
東
布
は
左
京
八
条
三
越
五
・
六
・
一
一
・
一
二
坪
に
復
原
さ
れ

る
（
第
三
図
参
照
）
。

　
さ
て
、
市
指
図
は
語
長
し
の
裏
の
上
部
に
淡
墨
で
描
か
れ
て
い
る
。
縦
・

横
線
に
よ
っ
て
区
画
を
作
っ
て
条
坊
・
坪
割
を
示
し
、
右
に
「
南
」
字
、
下

に
「
西
」
字
を
記
し
て
図
の
方
位
を
、
図
の
中
央
や
や
下
の
区
画
に
「
市
」

字
を
記
し
て
市
の
占
地
を
示
し
て
い
る
。
全
体
の
調
子
は
き
ち
ん
と
し
た
も

の
で
は
な
く
、
や
や
な
ぐ
り
雷
き
風
の
粗
末
な
も
の
で
、
何
ら
か
の
心
覚
え

か
、
誰
人
か
に
市
の
位
置
を
示
す
た
め
に
か
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
、

他
面
の
試
字
・
接
続
文
書
X
が
写
経
所
関
係
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
写

経
所
一
市
指
図
年
代
を
文
書
X
に
近
い
も
の
と
考
え
れ
ば
造
東
大
寺
司
写

経
所
ー
ー
に
関
係
す
る
人
物
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
さ
て
市
指
図
の
か
き
方
の
検
討
に
入
る
が
、
ま
ず
区
画
の
か
き
方
、
次
に

「
市
」
「
西
」
「
南
」
の
文
字
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
先
ず
区
画
は
、
縦
線
八

　
　
　
　
　
　

本
イ
～
チ
、
横
線
九
本
㈲
～
①
に
よ
っ
て
、
五
十
六
の
区
画
が
作
ら
れ
て
い

　
（
　
　
　
（

る
が
、
こ
れ
ら
の
区
画
は
、
各
線
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
爾
④
圃
の
三

部
分
に
わ
け
ら
れ
る
（
第
一
図
）
。
す
な
わ
ち
、
第
一
に
、
各
線
は
一
筆
で

引
か
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
二
筆
あ
る
い
は
三
筆
で
引
か
れ
て
お
り
、

各
線
は
筆
毎
に
分
解
で
き
、
爾
⑳
㈹
の
三
部
分
で
筆
が
異
な
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
第
一
図
で
は
、
各
線
を
筆
ご
と
に
分
解
し
、
各
筆
ご
と
に
小
番
号
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
ヨ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ユ

付
し
た
。
と
こ
ろ
で
㈲
⑳
の
縦
線
イ
～
へ
、
イ
～
へ
に
重
複
し
て
あ
る
短
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（

ラ
　
　
　
　
　

セ
　
　
　
　
　
　

イ
～
へ
は
写
真
で
は
み
に
く
い
が
、
原
本
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。
こ
れ

（
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ら
の
短
線
の
性
格
は
、
鵬
の
六
本
の
短
線
＠
～
侮
と
と
も
に
、
爾
の
縦
横
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　

と
関
連
深
い
も
の
で
、
鯖
の
イ
～
へ
、
＠
～
ω
を
等
間
隔
に
引
く
た
め
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（

そ
の
前
に
引
い
た
目
安
の
た
め
の
線
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
下

線
は
㈲
の
部
分
に
入
れ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
平
行
す
る
線
に
お
い
て
も
、
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑳
㈲
の
三
部
分
の
間
で
線
の
性
格
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。
⑳
の
財
～
勉
と
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　

の
6
2
～
■
1
2
と
の
間
で
は
、
前
者
が
後
者
に
く
ら
べ
て
細
く
、
弓
な
り
が
強
い
。

　
（
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鰍
・
②
の
イ
～
へ
と
㈲
の
ト
チ
と
の
問
で
は
、
前
者
が
三
筆
で
引
か
れ
て
い

　
　
　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
（
（
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る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
一
筆
で
、
か
つ
線
が
か
す
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

働
⑳
と
㈹
と
で
は
、
線
を
引
く
場
合
の
紙
の
位
置
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
入
筆
部
分
の
相
違
や
、
横
引
の
線
が
弓
な
り
に
な
る
こ
と

に
注
意
す
れ
ば
、
各
線
を
縦
引
き
、
横
引
き
の
線
に
分
け
ら
れ
る
が
、
爾
㈲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
　
　
ヨ

で
は
、
イ
～
へ
、
イ
～
へ
、
イ
～
へ
が
上
か
ら
下
へ
引
い
た
縦
引
き
の
線
、

　
　
　
く
　
　
　
く
　
　
　
　
く
　
　
　
く
　
　
　
く
　
　
　
く

㊥
～
⑤
、
㊧
～
り
が
左
か
ら
看
に
引
い
た
横
引
き
の
線
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の

　
　
（
　
　
　
（
　
　
　
（

（線
は
「
西
」
字
が
下
に
な
る
位
置
（
本
巻
の
通
常
の
位
置
）
に
紙
を
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

引
い
た
線
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
圃
で
は
ト
チ
が
左
か
ら
右
に
引
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
戸
の
線
、
倫
～
侮
が
上
か
ら
下
へ
引
い
た
縦
引
き
の
線
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
線
は
「
南
」
字
が
下
に
な
る
位
置
（
前
者
の
紙
の
位
置
を
時
計
廻
り
に
九

〇
度
廻
し
た
位
置
）
に
紙
を
お
い
て
引
い
た
線
で
あ
る
。
因
の
場
合
の
紙
の

位
置
の
方
向
は
「
南
」
字
の
方
向
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ

ら
の
線
と
「
南
」
字
が
一
連
の
手
順
で
か
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以

上
に
よ
っ
て
、
市
指
図
の
区
画
が
爾
負
り
㈹
の
三
部
分
に
分
け
て
か
か
れ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
三
部
分
の
区
画
は
、
爾
↓
㈲

↓
㈹
の
順
序
で
か
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
区
画
の

主
体
部
分
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
線
を
引
く
の
に
目
安
の
線
を
入
れ
た
爾
の
区

画
が
、
最
初
に
か
か
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。
次
い
で
②
の
区
画

を
追
加
し
、
最
後
に
、
紙
の
位
置
を
回
転
さ
せ
て
、
爾
㈲
を
合
わ
せ
た
区
画

の
下
に
圃
の
区
画
を
追
加
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
条
坊
坪

割
に
即
し
て
欝
う
と
、
ま
ず
東
西
南
北
五
町
四
方
の
嗣
の
区
画
を
か
き
、
次

に
そ
の
東
に
東
西
三
町
・
南
北
五
百
の
㈲
の
区
画
を
追
加
・
拡
張
し
、
最
後

に
爾
㈲
の
南
に
南
北
二
町
・
東
繭
八
町
の
㈹
の
区
画
を
追
加
・
拡
張
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
以
上
の
よ
う
に
、
区
画
は
三
つ
の
手
順
で
か
か
れ
て

い
る
が
、
大
き
く
み
れ
ば
、
区
画
の
か
き
方
は
爾
の
区
画
1
↓
㈲
㈲
の
区
画

の
追
加
・
拡
張
と
い
う
二
段
階
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
こ
こ

で
は
、
東
へ
の
㈲
の
拡
張
が
三
町
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
南
へ
の
㈹
の
拡

張
が
二
町
分
し
か
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
、
圃

の
区
画
と
「
南
」
字
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
爾
の

南
に
は
二
町
分
を
追
加
す
る
紙
蠣
し
か
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
て
次
に
文
字
の
検
討
に
移
ろ
う
。
先
ず
「
市
」
字
に
つ
い
て
は
、
「
市
」

字
⑤
⑥
の
墨
抹
を
考
え
る
上
で
、
　
「
市
」
字
①
②
が
他
の
「
市
」
字
よ
り
や

や
大
き
い
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
私
は
、
こ
の
点
か
ら
、
「
市
」
字
①
②
と

③
～
⑥
は
一
連
の
手
順
で
か
か
れ
た
の
で
は
な
く
、
両
者
の
間
に
時
闘
志
が

あ
っ
た
と
考
え
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
と
「
市
」
字
⑤
⑥
の
高
論
を
関
連
さ

せ
て
、
　
「
市
」
字
を
か
い
た
手
順
を
、
「
市
」
字
③
～
⑥
↓
⑤
⑥
の
墨
抹

と
①
②
の
追
加
と
い
う
二
段
階
に
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、
先
ず
「
市
」
字
③

～
⑥
を
か
い
た
が
、
後
に
何
ら
か
の
理
由
で
⑤
⑥
を
墨
亡
し
、
そ
れ
と
共
に

①
②
を
か
き
加
え
た
と
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
　
「
市
」
字
⑤
⑥
の
墨
抹

は
、
全
区
画
の
中
で
帯
の
区
画
を
北
へ
一
町
ず
ら
す
た
め
に
な
さ
れ
た
処
置
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と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
次
に
「
西
」
字
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、

「
市
」
字
ω
③
、
②
ω
の
中
間
の
下
に
か
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
よ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
「
西
」
字
が
、
「
市
」
宇
⑤
⑥
の
墨
抹
、
①
②
の
追
加
の
後

に
こ
れ
ら
と
一
連
の
手
順
で
か
か
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
更
に
「
南
」

字
に
つ
い
て
は
爾
㈲
の
区
画
を
あ
わ
せ
た
ほ
ぼ
中
央
の
下
に
か
か
れ
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
先
に
指
摘
し
た
、
　
「
南
」
字
の
方
向
が
㈱
の
区
画
を
か
い

た
際
の
紙
の
位
置
の
方
向
と
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
前
者
は

「
南
」
字
が
㈲
の
区
画
の
追
加
が
な
さ
れ
た
後
に
か
か
れ
た
こ
と
を
、
後
者

は
、
㈲
の
拡
張
と
「
南
」
字
を
か
く
の
が
一
連
の
手
順
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
さ
て
、
以
上
の
区
画
の
か
き
方
、
文
字
に
関
す
る
所
見
を
綜
合
し
て
、
区

画
の
追
加
・
拡
張
、
「
帯
」
字
の
墨
抹
・
追
加
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。

私
は
、
区
画
お
よ
び
「
市
」
字
の
か
き
方
の
二
段
階
は
各
々
対
応
し
て
お
り
、

市
搬
図
の
か
き
方
は
二
段
階
に
理
解
す
る
の
が
よ
い
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
、

第
一
段
階
と
し
て
、
爾
の
区
画
が
か
か
れ
、
そ
れ
に
伴
な
っ
て
帯
の
位
置
を

示
す
た
め
に
、
　
「
市
」
字
③
～
⑥
が
か
き
こ
ま
れ
た
。
こ
の
段
階
で
は
、
爾

の
区
画
が
五
聖
四
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
尊
老
に
は
市
の

位
置
を
条
坊
と
の
関
連
で
示
そ
う
と
す
る
意
識
が
稀
薄
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ

り
、
こ
の
た
め
に
、
こ
の
図
で
は
布
の
位
置
を
示
す
の
に
十
分
で
な
か
っ
た
。

第
二
段
階
は
、
㈲
圃
の
区
画
の
追
加
・
拡
張
、
お
よ
び
「
市
」
字
⑤
⑥
の
墨

抹
と
③
②
の
追
加
で
あ
る
。
⑳
㈲
の
区
画
の
追
加
・
拡
張
は
、
第
一
段
階
の

図
の
不
十
分
さ
を
補
う
た
め
に
な
さ
れ
た
も
の
で
、
市
の
位
置
を
条
坊
と
の

関
連
で
示
そ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
㈲
の
拡
張
は
東
京
極

（
東
四
坊
大
路
）
、
圃
の
拡
張
は
南
京
極
（
九
条
大
路
）
ま
で
の
区
画
を
拡

張
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
筆
者
は
弼
大
路
を
基
線
と
し
て
市
の
位
置

を
よ
り
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
か
し
、

㈹
の
拡
張
は
、
筆
者
の
意
図
通
り
の
拡
張
が
で
き
ず
、
こ
こ
に
「
市
」
字
の

墨
抹
と
追
加
が
な
さ
れ
る
理
由
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
東
へ
の
㈲
の
拡
張

は
東
西
三
町
が
追
加
で
き
、
市
の
区
画
の
東
に
東
四
坊
大
路
ま
で
の
五
時
分

の
区
画
（
三
鋳
の
一
町
十
四
坊
の
四
町
）
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
南
へ

の
㈹
の
拡
張
は
南
北
二
町
分
を
追
加
す
る
紙
幅
し
か
な
く
、
市
の
区
画
の
南

に
、
九
条
の
一
条
分
1
1
四
町
に
は
一
町
足
り
な
い
三
町
分
の
区
画
し
か
作
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
た
め
に
、
「
市
」
字
⑤
⑥
の
墨
抹
と
①
②
の

追
加
、
す
な
わ
ち
市
の
区
画
の
北
へ
の
一
町
の
移
動
が
な
さ
れ
る
必
要
が
あ

っ
た
。
す
な
わ
ち
、
筆
者
は
、
九
条
の
一
条
分
鷹
四
町
の
区
画
を
作
る
の
に
、

市
の
区
画
の
南
に
四
町
の
区
画
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
か
え

っ
て
市
の
区
画
を
北
へ
一
町
ず
ら
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
て
以
上
の
考
え
方
に
よ
れ
ば
、
本
市
指
図
の
か
き
方
の
順
序
は
次
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
コ

う
に
考
え
ら
れ
る
。
A
働
の
区
画
を
か
き
、
　
「
市
」
字
③
～
⑥
を
か
き
こ
ん

　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

だ
。
B
㈲
の
区
画
を
追
加
し
た
。
C
「
市
」
字
⑤
⑥
を
田
富
し
①
②
を
追
加

　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
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所謂「平城京市指図」について（今泉）

し
、
更
に
「
西
」
宇
を
か
い
た
。
瑚
「
爾
」
字
を
か
き
、
㈹
の
区
画
を
追
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
コ

し
た
。
こ
の
う
ち
、
先
述
の
考
え
方
に
よ
れ
ぽ
、
C
↓
D
は
D
↓
C
の
順
序

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
〔
　
　
　
〔
　
　
　
〔

と
考
え
た
方
が
通
り
が
よ
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
応
、
次

　
　
　
　
　
コ
　
　
　
コ

の
二
点
か
ら
C
↓
D
の
順
序
に
考
え
て
お
き
た
い
。
第
一
は
、
圃
の
区
画
の

　
　
　
　
　
〔
　
　
　
〔

線
は
か
す
れ
て
い
て
、
本
図
を
か
く
最
終
の
筆
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、
第
ニ

　
　
コ
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ノ

に
、
D
↓
C
の
順
序
に
考
え
る
と
、
D
の
た
め
に
一
度
紙
の
位
置
を
九
〇
度

　
　
〔
　
　
　
〔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔

　
　
　
　
　
　
　
コ

回
転
さ
せ
、
更
に
C
の
た
め
に
紙
の
位
置
を
も
ど
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
〔

の
よ
う
な
小
さ
な
図
面
を
か
く
の
に
手
数
が
か
か
り
す
ぎ
る
よ
う
に
思
わ
れ

　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
コ

る
こ
と
で
あ
る
。
C
↓
D
の
順
序
に
考
え
れ
ば
、
⑳
の
区
画
を
か
い
た
段
階

　
　
　
　
　
　
　
〔
　
　
　
ダ
し

で
、
南
へ
は
二
年
分
の
区
画
を
作
る
紙
幅
し
か
な
い
の
を
見
越
し
て
、
先
に

市
の
区
圃
の
北
へ
の
一
町
の
移
動
を
し
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
弓
箭
指
図
の
か
き
方
を
考
え
れ
ば
、
当
然
、
線
＠
が
東
四

坊
大
路
、
線
㊥
が
九
条
大
路
に
比
定
さ
れ
、
東
市
の
坪
付
は
、
こ
れ
ら
を
基

線
と
し
て
左
京
八
条
三
尉
五
・
六
・
一
一
・
＝
一
坪
と
復
原
さ
れ
る
（
第
三

図
）
。
ま
た
仮
り
に
本
市
指
図
を
西
市
の
図
と
考
え
れ
ば
、
線
④
が
朱
雀
大

路
に
比
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
西
市
は
右
京
八
条
二
坊
五
・
六
・
一
一
・

一
二
坪
に
復
原
さ
れ
る
。

　
以
上
市
指
図
の
か
き
方
か
ら
、
布
の
復
原
を
考
え
て
き
た
が
、
最
後
に
別

の
観
点
か
ら
補
足
し
て
お
こ
う
。

　
ま
ず
、
市
の
占
地
を
四
坪
と
考
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
平
安
京
の
欝
の

占
地
と
の
関
係
か
ら
、
そ
の
妥
当
性
が
考
え
ら
れ
る
。
平
安
京
の
市
は
、
古

図
や
拾
有
紋
な
ど
か
ら
第
四
図
の
よ
う
に
復
原
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
中

央
の
四
坪
を
内
町
、
四
方
の
各
二
坪
の
計
八
坪
を
外
町
と
い
う
。
内
町
・
外

反
の
性
格
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
明
ら
か
で
な
い
が
、
内
町
四
坪
が
市
の
本
体

を
な
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
私
見
の
平
城
京
の
市
の
四
坪
説
と
の
関
連
が

考
え
ら
れ
よ
う
。

　
次
に
、
坪
付
比
定
の
基
線
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
如
く
、
も
う
一

つ
の
可
能
性
と
し
て
、
線
④
を
基
線
と
し
て
七
条
大
路
に
比
定
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の
比
定
に
よ
れ
ば
、
市
の
坪
付
は
六
・
七
・
一
〇
・
一

一
坪
と
な
り
、
市
は
大
路
に
面
さ
な
く
な
る
。
市
の
よ
う
な
官
の
施
設
が
、

大
路
に
門
を
開
か
な
い
の
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
あ
り
、
事
実
平
安
京
の
市

の
内
町
は
、
二
面
が
大
路

に
面
し
て
お
り
、
こ
の
点

か
ら
線
④
を
基
線
と
す
る

復
原
案
は
考
え
に
く
い
。

　
尚
、
第
四
項
は
、
そ
の

多
く
を
岸
俊
男
氏
に
負
っ

て
い
る
。
　
「
市
」
字
の
墨

抹
は
岸
琉
の
ご
指
摘
に
よ

る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
本

di洞虎

犬路舗
宮
路
大
犬
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巻
の
調
査
に
も
、
狩
野
久
氏
と
と
も
に
同
道
し
て
い
た
だ
き
、
墨
抹
に
つ
い

て
確
認
す
る
と
と
も
に
、
市
指
図
の
か
き
方
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
有
益
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。

五
　
む
す
び
に
か
え
て

　
以
上
の
考
察
を
要
約
し
て
む
す
び
に
か
え
よ
う
。

　
先
ず
、
本
巻
は
慶
応
二
年
頃
鵜
飼
徹
定
の
乎
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で

あ
り
、
文
書
の
接
続
は
、
複
雑
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
卜
し
い
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
幸
い
に
も
、
一
部
に
古
い
本
来
の
接
続
が
踏
襲
さ
れ
て
お
り
、

市
指
図
が
天
平
感
宝
元
年
の
文
書
と
接
続
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

た
。　

次
に
、
こ
の
接
続
関
係
と
紙
背
文
書
を
手
掛
り
と
し
て
、
市
指
図
の
年
代

は
、
天
平
初
年
～
天
平
感
宝
元
年
の
問
と
考
え
た
。
結
論
の
安
全
性
を
考
え

れ
ば
、
こ
の
結
論
で
満
足
す
べ
き
で
あ
る
が
、
筆
者
は
、
こ
の
年
代
の
幅
の

中
で
も
天
平
感
宝
元
年
に
近
い
時
期
と
憶
測
し
て
い
る
こ
と
を
付
け
加
え
て

お
こ
う
。

　
更
に
、
市
指
図
の
か
き
方
を
検
討
し
、
市
の
坪
付
は
、
東
市
な
ら
左
京
八

条
三
三
、
西
市
な
ら
右
京
八
条
二
坊
の
五
・
六
二
一
・
一
二
坪
の
四
坪
に

復
原
し
た
。
こ
の
復
原
案
は
、
市
指
図
の
解
釈
を
唯
｝
の
根
拠
と
し
て
い
る
。

市
指
図
に
関
す
る
解
釈
は
、
私
見
で
ほ
ぼ
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
更

に
当
該
地
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
こ
の
復
原
案
が
裏
づ
け
ら
れ
、
市
の
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
補
注
）

造
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

　
①
重
要
文
化
財
指
定
。
指
定
名
称
「
天
平
年
間
写
経
生
日
記
」

　
②
　
福
山
敏
男
「
奈
良
時
代
に
於
け
る
法
華
寺
の
造
営
」
付
記
一
「
平
城
京
東
西
市

　
　
の
位
置
に
就
い
て
」
　
（
『
日
本
建
築
史
の
研
究
』
所
収
）

　
③
福
山
前
掲
論
文
。
皆
川
慶
空
『
書
の
目
本
史
』
第
一
巻
飛
鳥
・
奈
良
所
収

　
　
「
平
斌
京
東
市
図
」
解
説

　
④
　
同
巻
は
、
昭
和
四
十
九
年
四
月
京
都
国
立
博
物
館
で
行
な
わ
れ
た
「
知
恩
院
名

　
　
宝
展
」
に
出
陳
さ
れ
た
。
ま
た
同
巻
の
写
真
は
、
同
展
図
録
『
知
恩
院
』
　
（
図
版

　
　
番
号
三
十
）
な
ら
び
に
『
書
の
日
本
史
』
第
一
巻
（
平
城
京
東
市
図
、
写
経
生
試

　
　
字
）
に
一
部
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　
⑤
　
た
だ
し
、
A
・
B
（
第
一
表
文
書
番
号
）
の
三
紙
、
C
の
二
紙
、
D
・
E
の
三

　
　
紙
の
各
々
に
お
い
て
は
、
天
地
の
補
紙
が
通
っ
て
い
る
、
す
な
わ
ち
、
単
手
の
上

　
　
か
ら
補
紙
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
⑥
　
第
二
紙
践
文
は
、
大
日
本
三
三
第
十
六
か
ら
の
大
学
寮
大
学
生
等
へ
の
時
服
・

　
　
食
料
支
給
に
関
す
る
天
平
二
年
三
月
廿
七
日
官
奏
の
引
用
が
、
大
部
分
を
占
め
る

　
　
の
で
、
省
略
に
従
う
。
第
一
三
蹟
文
は
次
の
通
り
。

　
　
「
桂
林
遺
芳
抄
日
進
士
及
第
寮
省
試
事
／
肇
干
　
平
城
之
朝
其
式
甚
厳
如
唐
／
状

　
　
　
元
例
今
検
此
身
写
経
生
試
書
評
定
／
判
断
諸
例
以
雪
暮
紙
筆
墨
等
歴
々
可
見
就

　
　
　
中
如
馬
養
広
継
人
丸
諸
子
載
／
在
史
策
獲
一
紙
猶
足
称
況
於
在
数
／
紙
乎
其
他

　
　
　
姓
氏
人
名
可
以
補
史
之
閾
　
／
丙
寅
嘉
平
月
　
古
経
堂
憲
人
題
」

　
⑦
三
著
と
も
『
解
題
叢
書
』
所
収
。
な
お
『
続
古
経
題
践
』
に
は
、
京
都
東
山
知

　
　
恩
院
蔵
と
し
て
本
巻
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
⑧
　
石
田
茂
作
『
写
経
よ
り
見
た
る
奈
良
朝
仏
教
の
研
究
』
第
三
篇
第
二
章
、
井
上

　
　
薫
『
奈
良
郭
仏
教
史
の
研
究
団
第
六
章
第
二
簾
。
こ
れ
ら
の
試
字
の
ほ
か
数
通
の

　
　
試
字
が
大
日
本
古
文
書
に
収
め
ら
れ
て
い
る
（
巻
一
九
ノ
　
三
三
～
一
四
〇
頁
）
。

（280）　116



所謂「平城京市指図」について（今泉）

⑨
　
皆
川
完
　
「
光
明
皇
后
願
経
五
月
一
日
経
の
書
写
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
古
代
史

　
論
集
』
上
巻
所
収
）

⑩
S
、
U
、
V
、
X
の
間
で
は
、
例
え
ば
「
人
」
「
万
呂
」
「
マ
（
部
）
」
「
小
」

　
な
ど
の
文
字
が
酷
似
し
て
い
る
。

⑪
　
皆
川
完
一
氏
は
、
こ
の
写
経
を
天
平
感
宝
元
年
閏
五
月
開
始
の
十
部
八
十
花
厳

　
経
年
写
と
し
て
い
る
（
前
掲
「
平
城
京
東
市
図
」
解
説
）
。

⑫
大
日
本
古
文
書
で
は
、
添
字
老
人
か
ら
八
人
自
の
人
物
を
写
経
検
定
帳
は
「
度

　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ゆ

　
津
乎
以
志
」
、
文
書
X
は
　
「
度
津
小
竹
志
」
と
す
る
。
　
「
乎
」
と
「
小
」
は
音
通

　
し
、
　
「
以
」
と
「
竹
」
は
写
真
で
み
る
と
同
字
で
あ
り
、
文
書
X
の
「
竹
」
は
大

　
日
本
古
文
書
の
読
み
誤
り
で
、
写
経
検
定
帳
と
同
じ
く
「
以
」
　
と
す
べ
き
で
あ

　
る
。

⑬
試
字
Y
に
つ
い
て
は
、
書
風
か
ら
み
て
一
～
R
と
同
一
時
期
と
考
え
て
よ
く
、

　
ま
だ
、
後
述
の
如
く
、
工
～
R
と
一
括
し
て
徹
定
の
許
に
入
手
ざ
れ
た
と
考
え
ら

　
れ
る
が
、
そ
の
裏
面
の
H
が
、
そ
こ
に
み
え
る
経
師
か
ら
み
て
宝
亀
年
間
の
文
書

　
と
考
え
ら
れ
、
写
経
検
定
帳
と
関
係
の
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
一
応
王
～

　
R
か
ら
は
除
外
し
て
お
く
。

⑭
　
慶
応
の
紙
継
の
際
、
糊
代
部
分
を
含
め
て
い
ず
れ
か
の
紙
端
が
断
ち
落
さ
れ
た

　
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
在
、
文
書
X
、
市
指
図
W
の
各
々
の
墨
線
は
各

　
々
の
紙
端
ま
で
の
び
て
い
て
糊
代
部
分
が
な
く
、
ま
た
文
書
X
の
「
竪
林
老
人
」

　
の
下
の
「
初
」
字
は
紙
端
で
切
ら
れ
て
い
る
が
、
市
指
図
の
紙
に
は
「
初
」
字
の

　
墨
痕
が
認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

⑱
　
S
黒
歯
の
測
量
は
、
列
記
さ
れ
た
人
名
の
う
ち
村
山
首
送
配
と
調
砦
万
呂
と
の

　
問
、
お
よ
び
田
辺
博
多
と
犬
甘
木
積
万
呂
と
の
問
に
あ
り
、
X
二
紙
の
紙
継
は
、

　
山
辺
千
足
と
倭
薬
田
万
呂
と
の
間
に
あ
る
。

⑯
た
だ
し
、
D
I
E
（
三
紙
）
の
紙
継
は
、
本
来
の
紙
継
を
保
っ
て
い
る
可
能
性

　
が
あ
る
。
注
⑤
に
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
部
分
は
天
地
の
補
紙
が
通
っ
て
お
り
、

　
補
修
の
際
は
が
さ
れ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

⑰
筆
者
は
、
同
影
写
本
を
写
真
に
よ
っ
て
検
討
し
た
。

⑱
皆
川
完
一
「
正
倉
院
文
書
の
整
理
と
そ
の
写
本
」
（
『
続
日
本
古
代
史
論
集
』
中

　
巻
所
収
）

⑲
注
⑱
皆
川
論
文
は
、
正
倉
院
か
ら
流
出
し
た
文
書
を
調
査
し
て
お
り
、
本
巻
も

　
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

⑳
私
見
は
、
市
指
図
・
文
書
X
の
三
洋
の
二
つ
の
紙
継
が
同
時
に
な
ざ
れ
た
こ
と

　
を
前
提
に
論
証
を
進
め
て
い
る
。
市
指
図
と
文
霞
X
第
一
紙
の
紙
継
が
市
指
図
以

　
前
、
文
書
X
第
一
紙
・
第
二
紙
の
紙
継
が
文
書
X
以
前
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に

　
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
両
者
が
同
時
で
あ
る
こ
と
は
未
だ
論
証
し
て
い
な

　
い
。
私
は
、
市
指
図
と
文
書
X
の
前
後
関
係
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の
二
つ

　
の
紙
継
が
別
時
点
に
な
さ
れ
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
る
。
す

　
な
わ
ち
、
文
書
X
を
か
い
た
二
紙
に
紙
継
を
し
て
市
指
図
を
か
い
た
と
す
る
想
定

　
も
、
市
指
図
と
文
書
X
第
一
紙
を
紙
継
し
市
指
図
を
か
い
た
後
、
文
書
X
第
二
紙

　
を
紙
継
し
て
文
書
X
を
か
い
た
と
す
る
想
定
も
、
市
指
図
と
文
書
X
が
内
容
的
に

　
無
関
係
で
あ
る
か
ら
、
成
立
し
に
く
い
と
考
え
る
。

⑳
　
一
紙
に
二
名
の
者
が
試
字
し
た
例
も
あ
る
の
で
（
Q
）
、
こ
の
想
定
と
は
逆
に
、

　
継
紙
し
た
紙
に
数
人
の
者
が
点
字
を
し
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
来

　
の
接
続
を
保
っ
て
い
る
J
l
K
l
L
、
P
l
Q
I
R
に
つ
い
て
み
る
と
、
J
、
L

　
は
墨
界
線
が
あ
る
が
、
K
は
な
く
、
P
、
Q
、
R
は
墨
界
線
が
あ
る
が
界
高
が
異

　
な
っ
て
お
り
、
右
述
の
よ
う
な
考
え
方
は
で
き
な
い
。

⑳
田
中
塊
堂
「
写
経
所
と
写
経
生
の
書
風
」
（
『
書
道
全
集
9
日
本
－
』
所
収
）

⑱
　
研
究
史
に
つ
い
て
は
、
大
井
重
二
郎
『
平
城
京
と
条
坊
制
度
の
研
究
』
第
五
章

　
参
照
。

⑭
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
編
『
平
城
京
朱
雀
大
路
発
掘
調
査
報
告
』
皿
お
よ
び

　
付
図

㊧
　
最
初
に
市
指
図
を
と
り
あ
げ
た
と
考
え
ら
れ
る
関
野
貞
『
平
城
京
及
大
内
裏

　
考
』
　
（
明
治
㎎
十
年
六
月
）
も
、
福
山
説
と
同
じ
二
点
の
誤
り
を
犯
し
て
お
り
、
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福
山
説
の
誤
り
は
関
野
説
に
影
響
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た

　
関
野
説
が
市
の
占
地
を
六
坪
に
誤
っ
た
の
は
、
市
指
図
の
原
本
に
よ
ら
ず
写
本
に

　
よ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
『
平
城
京
及
大
内
裏
考
』
に
掲
げ
ら
れ
た
市
指
図
は
、
小

　
杉
本
に
写
さ
れ
た
市
指
図
に
よ
く
似
て
お
り
、
こ
の
図
で
は
「
市
」
字
⑤
⑥
を
明

　
瞭
な
「
市
」
字
に
か
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
後
の
研
究
者
が
、
二
字
の

　
墨
抹
に
気
づ
か
な
か
っ
た
の
は
、
関
野
説
か
ら
の
先
入
観
と
と
も
に
、
『
大
日
本

　
古
文
書
』
　
（
巻
一
一
ノ
一
〇
六
頁
）
所
収
の
凸
版
の
市
指
図
に
災
い
さ
れ
た
の
で

　
あ
ろ
う
。
こ
の
図
で
は
、
墨
抹
の
微
妙
な
感
じ
が
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。

⑳
市
指
図
の
か
き
方
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
大
井
重
二
郎
『
上
代
の
帝
都
』
の

　
中
で
若
干
検
討
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
五
十
年
八
月
初
稿
、
同
年
十
月
補
訂
）

　
〔
付
記
〕

本
稿
が
成
る
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
方
々
の
ご
助
力
を
得
た
。
知
恩
院
豪
局
は
本
巻

の
写
真
の
掲
載
を
許
さ
れ
、
本
巻
の
調
査
に
当
っ
て
は
京
都
留
立
博
物
館
木
下
政
雄
氏

の
ご
尽
力
を
得
た
。
ま
た
、
狩
野
久
氏
は
本
巻
調
査
の
機
会
を
与
え
ら
れ
、
本
稿
執
筆

に
当
っ
て
は
、
京
都
大
学
岸
俊
男
氏
、
母
野
久
・
佐
原
真
両
氏
を
は
じ
め
と
す
る
奈
良

国
立
文
化
財
研
究
所
の
方
々
の
ご
教
示
を
得
た
。
特
に
、
据
置
に
は
、
第
四
項
ば
か
り

で
な
く
、
本
稿
全
体
に
わ
た
っ
て
、
有
益
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
こ
こ
に
あ
わ
せ

害
し
て
、
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　
（
補
注
）

　
一
九
七
五
年
一
月
～
五
月
に
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
に
よ
っ
て
、
爽
市
に
隣
接

す
る
左
京
八
条
三
曲
九
・
一
五
・
一
六
坪
の
発
掘
調
査
が
行
な
わ
れ
、
九
坪
中
央
を
南

北
に
貫
流
す
る
堀
河
（
幅
　
三
m
）
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
佐
藤
興
治
「
平
城
京

東
市
の
発
掘
調
査
」
　
（
「
考
古
学
雑
誌
」
六
一
巻
二
号
）

　
（
豪
良
国
立
文
化
財
研
究
所
技
官
　
　
京
都

）
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